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●留学しても、99％の人は英語ができない

　本書を手に取っていただき、ありがとうございます。
　あなたは「リンキング」の存在を知っていますか？
　「リンキング」は、学校の授業や英会話学校では絶対
に教えてくれませんし、ましてや留学したからといっ
てマスターすることはできません。
　私に言わせれば、「リンキング」こそ、英語習得の
最大のコツとも言えるものです。

　あなたは不思議に思ったことがありませんか？
　留学経験ゼロでも英語を流

りゅう

暢
ちょう

に操る人がいる一方で、
留学をしても、ほとんど英語をマスターできない人た
ちがいます。
　この現実を、いったいどうとらえるべきなのか？
　才能がなければ、英語をマスターすることはできな
いのだろうか？
　これは、私にとって長年の疑問でした。
　なぜ、留学しても、いつまでたっても英語をマスター
できないのか？
　本書では、その謎を解き明かすとともに、どうすれ
ば最短期間で英語をマスターできるのか、その方法論
を示します。
　結論からお話しすると、リンキングなくして、英語
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をマスターすることはできません。
　リンキングとは、英語の音のつながりのこと。
　ほとんどの日本人は英語を勉強する際、リンキング
をまったく意識していません。
　もちろん、リンキングがすべてとは言いませんが、
リンキングをマスターしさえすれば、多額な留学の費
用を捻

ねん

出
しゅつ

しなくても、あなたの耳は英語の音をしっか
り聞き取れるようになります。発音もよくなり、あな
たがしゃべる英語も、しっかりネイティブに通じるよ
うになるでしょう。
　留学をしたとしても、リンキングの存在を知らなけ
れば、お金の無駄遣いで終わってしまう可能性が非常
に高いのです。
　ですから、まずはリンキングをしっかりマスターし
てください。
　本書ではリンキングの習得方法も含め、英語を短期
間でマスターするための方法を詳しく述べます。

　私は大学卒業後、海外で外資系人材派遣会社に勤め
ていました。具体的にいうと、海外で就職を希望する
日本人を面接して英語ができるかどうかをテストし、
現地の企業に紹介する仕事です。
　10 年間でタイ、マレーシア、シンガポール、フィ
リピン、香港などを渡り歩きました。
　どんなテストかというと、まず筆記テストを行い、
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続いて英語による面接を実施します。筆記と面接を総
合して「この人はレベル 3」といった具合に、点数を
つけていくのです。
　ちなみに海外で就職を希望する人たちですから、留
学経験のない人はほぼゼロです。
　そこで「どのくらい英語ができるのだろう」と期待
しながら質問をするのですが、驚いたことに、まとも
に答えられる人はほとんどいませんでした。中には、
面接に和英辞書を持参する人もいたくらいです。

　「この人たちは留学して、いったい何を勉強してきた
んだろう。どうして留学をしたのに、まともに英語が
できないんだ？」

　海外赴任前、留学経験ゼロ、海外生活経験ゼロで、
すでに英語をマスター（英検 1級取得、TOEIC 満点、
いずれも 1回の受験でパス）していた私にとっては、
信じがたい現実でした。
　「アメリカの○○大学卒」「海外留学 3年」といった
経歴と英語のレベルが全然リンクしないのです。
　私は人材派遣の仕事をしていた約 5 年間で、5000
人以上の人たちを面接してきましたが、「この人は英
語をしっかりマスターしているな」と感じた人は、3
名だけでした。
　5000 人もいて、たったの 3名ですよ !　つまり、大



7

げさで何でもなく、現状として、留学生の 99%はま
ともに英語ができないのです。まず、この事実をしっ
かりと認識してください。

● 英語ができる人、できない人の
決定的な違いとは？

　ちなみに、私の言う「まともに英語ができるレベル」
とは、1つ目に、ある議題に対して、自分の意志を明
確に相手に伝えることができること。
　2つ目に、相手の質問に対して、的確に答えること
ができること。
　3つ目に、自分と相手の意見が違う場合、相手の意
見を踏まえつつ、しっかりと論破できること。
　こうした点をもって、はじめて「英語をマスターし
た」と言えるのではないかと思います。
　もちろん留学経験のある人が、まったく英語ができ
ないのかというと、決してそうではありません。
　ただし、それは例えば「おなかすいた？」「うん、
すいた。飯に行こう」といった、ささいな日常会話の
レベルにすぎません。
　こうしたブロークンな英語に慣れすぎてしまい、あ
る人は面接官の質問に対し、「YAH!　YAH!」と連発
していました。
　日本でも面接官には「はい」と答えるのが基本であ
るのと同じように、英語では「YES」と答えるのが常
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識です。これは 1つの分かりやすい例ですが、他にも
「留学してこのレベルか…」と落胆することは、それ
こそ日常茶飯事でした。

　それからというもの、私は英語ができる人、できな
い人にインタビューをし、いったい何が違うのか、自
分なりに分析を始めました。
　特に私が赴任していたマレーシアには中国系のマ
レーシア人が数多く住んでいて、彼らの大半はマレー
語、中国語、英語をほぼ完

かん

璧
ぺき

に使いこなします。もち
ろん、留学経験がないにもかかわらずです。
　彼らにもインタビューを試み、英語ができる人の共
通点を探っていったのです。
　そうした過程でたどり着いた結論は、英語ができる
人は、どうやら「英語習得のコツ」をしっかりおさえ
ているということでした。
　私自身が英語を習得した際もそうだったのですが、
英語をマスターする人は意識的にせよ、無意識にせよ、
必ずと言っていいほど、「言語習得の自然な流れ」に
沿って勉強をしています。その中で「英語習得のコツ」
を自分で発見し、きちんとおさえているのです。

●英語習得に必要なコツとは？

　本書でご紹介する学習プログラムは、私が英語をマ
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スターした過程をベースにして、英語をマスターした
人たちへの取材などで「これはいいな」と感じた勉強
法をピックアップし、アレンジしたものです。
　英語習得において重要な「リンキング」も含め、「英
語習得に必要なコツ」を、言語習得の自然な流れの中
でマスターできる画期的なプログラムになっています。
　私はこのプログラムをもとに海外赴任先で英語に
困っている人たちに英語講座を開き、英語をマスター
させてきました。
　その効果は実証済みです。
　現在は、そのプログラムを子供向けにアレンジして、
子供向けに無償で英語教室を開き、ネイティブレベル
の子供を育てようと実践しているところです。

　数多くの人を指導してきて分かったのは、英語をマ
スターするのに、才能は必要ないということです。
　私自身も、学生時代は偏差値 40 以下。
　英語はまったく分からない、他の教科も全然ダメ、
おまけに登校拒否という、どうしようもない落ちこぼ
れでした。
　それでも英語をマスターすることができたのは、今
までの義務教育式の英語学習法に疑問を持つ中で、「英
語習得のコツ」を発見することができたからです。
　その経験をもとに、リンキングをはじめとする独自
の英語習得法を確立しました。現時点の英語力はいっ
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さい関係ありません。
　英語をマスターするために必要なのは、今まで常識
と考えていた学習法をやめ、本書でご紹介する「英語
習得のコツ」をしっかりおさえること。
　それだけです。
　もちろん、英語をマスターするためには、語

ご

彙
い

の習
得なども必要になります。
　しかし、語彙の習得だけを取ってみても、「言語習
得の自然な流れに沿った学習法」というものがありま
す。
　ここは多くの人が勘違いしているのですが、ただひ
たすら単語を暗記しても、絶対に英語ができるように
はなりません。
　その証拠に、かなりの語彙力があるのに、英語をしゃ
べらせるとネイティブに全然通じないという人たちを、
海外赴任中に何人も見てきました。

　繰り返しますが、言語習得には、効率の良い「自然
な流れ」が存在します。
　言語習得の自然な流れの中で、英語習得のコツさえ
おさえれば、たとえ 1カ月という短期間であっても、
あなたの英語力は信じられないくらいアップするはず
です。
　私自身もコツをおさえてからというもの、1カ月間
で劇的に英語力が伸びました。もちろん、留学は必要
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ありません。
　では、短期間で英語力を伸ばすためのコツとはいっ
たい何でしょうか？
　詳しくは本書で説明します。

　第 1章は「英語をマスターするために必要なことは
何なのか？」について解説。なぜ、留学しても、99%
の人は英語をマスターできないのか？　その理由が理
解できるでしょう。
　第 2～ 6章は、私が考案した「英語習得プログラム」
をご紹介します。英語をマスターするための最短ルー
トを 5 ステップに分けました。
　第 2章は「英語耳の作り方」について解説。まずは、
「5つの音」の聞き分けから、あなたの耳を「英語耳」
に変え、英語の音を聞き分ける力を飛躍的にアップさ
せます。この「英語耳」が、あなたの脳の「英語回路」
の基礎となります。
　第 3章は「速い英語を聞き取るためのコツ」を解説。
第 2章で作った「英語耳」をもとに、速い英語を聞き
取るための「瞬発力」、長い英語をすべて聞き取るた
めの「持久力」を養成します。また、英語のリスニング、
スピーキングに欠かせない「リンキングをマスターす
る方法」もここで詳しく解説します。
　第 4章は「日本語を使わずに英語を理解する方法」
を解説。日本語に訳すことなく、英語を英語のまま理
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解する「イメージ力」を身につけるためのトレーニン
グ法をご紹介します。
　第 5章は「語彙力を驚異的に伸ばすフラッシュバッ
ク法」「勉強せずに文法を習得する方法」を解説。従
来の常識を打ち破る単語と熟語の記憶法、文法の習得
法を伝授します。
　第 6章は「長文読解を攻略するオーバーラップ法」
「リスニング力、スピーキング力を飛躍的にアップさ
せる方法」を解説。あなたの脳の「英語回路」を完成
させます。

　本書でご紹介するステップを 1つ 1つ、着実に踏ん
でください。
　落ちこぼれだった私にもできました。あなたにも必
ずできるはずです。
　本書があなたの実りある人生のお役に立てるよう、
心より祈っております。
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